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Ⅰ
．
働
き
方
に
影
響
を
与
え
る

　
　
業
界
特
性

両
業
界
に
共
通
す
る
の
は
、〝
楽
し
み
〟

を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。「
ち
ょ
っ
と
休
み
た
い
な
ぁ
。
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
」
等
、
一
般
の
方
々
が
寛
ぎ
た

い
時
間
帯
や
休
み
た
い
土
日
、
ゆ
っ
く
り
し

た
い
年
末
年
始
・
夏
休
み
等
の
休
日
や
休
息

時
間
の
〝
楽
し
み
〟
を
提
供
す
る
仕
事
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
年
中
無
休

の
営
業
形
態
も
多
く
、
早
朝
や
深
夜
も
含
め

た
時
間
帯
の
勤
務
が
常
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
さ
ら
に
宿
泊
業
に
お
い
て
は
、

長
い
待
機
時
間
を
伴
う
場
合
も
あ
り
、
こ
れ

ら
が
新
規
採
用
や
従
業
員
の
定
着
に
影
響
を

与
え
て
い
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。

大
切
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
お
客
様
一
人

ひ
と
り
へ
の
〝
お
も
て
な
し
〟
を
大
切
に
す

る
あ
ま
り
、
働
き
手
一
人
ひ
と
り
へ
過
重
な

負
荷
は
生
ま
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？
ま

た
、「
今
ま
で
の
や
り
方
」「
○
○
は
当
た
り

前
」
と
い
っ
た
働
き
方
の
中
に
は
、
他
業
界

と
比
較
し
た
場
合
、
特
異
な
働
き
方
と
し
て

求
職
者
の
目
に
映
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
だ

ろ
う
か
？

Ⅱ
．
人
材
確
保
を
考
え
る
上

　
　
で
の
第
一ス
テ
ッ
プ
と
し
て

〜
定
着
促
進
の
重
要
性
の　
　
　

背
景
を
知
る
〜

飲
食
業
、
宿
泊
業
に
関
わ
ら
ず
、
い
ず
れ

の
産
業
、
地
域
、
従
業
員
規
模
に
お
い
て
も

人
材
不
足
感
は
強
ま
っ
て
い
る
。
数
年
前
で

あ
れ
ば
、
景
気
が
変
動
し
た
ら
ど
こ
か
で
人

が
余
剰
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
ら
人
材
不
足
は
解
消
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
っ
た
が
、
最

近
で
は
さ
ほ
ど
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。実
際
、

新
規
採
用
の
難
易
度
は
上
が
り
続
け
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減
少
、
中
で
も
若

年
層
の
大
幅
な
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
採
用
対
象
と
な
る
新
規
求
職
者
が
今
後

も
減
少
し
て
い
く
傾
向
は
人
口
推
計
か
ら
み

て
も
容
易
に
想
像
で
き
る
（
図
表
1
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
採
用
強

化
だ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
従
業
員
の
定
着

促
進
に
も
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
。む
し
ろ
、

既
存
従
業
員
の
早
期
戦
力
化
を
図
り
、
更
な

る
活
躍
を
推
進
す
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
の

方
が
、
人
材
不
足
を
解
消
し
、
企
業
の
継
続

的
成
長
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は

な
い
か
。

Ⅲ
．
人
材
確
保
を
考
え
る
上

　
　
で
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

〜
働
き
手
の
状
況
を
知
る
〜

弊
社
で
〝
飲
食
業
の
離
職
理
由
〟
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
上
位
は
「
給
与
」
と
「
労
働

負
荷
」
の
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査

宇佐川　邦子
ウ サ  ガワ クニ  コ

㈱リクルートジョブズ
ジョブズリサーチセンター
センター長

リクルートグループ入社後、一貫して求人
領域を担当。2014 年 4 月より現職。
各々の業界の特色を踏まえ、求人・採用活
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めの従業員満足のメカニズム等、「雇用に
関する課題とその解決に向けた新たな取り
組み」をテーマに講演・提言を行う。

飲
食
業
、
宿
泊
業
に
お
け
る

人
材
確
保
の
課
題
と
対
策

経
営
ア
ド
バ
イ
ス

人
材
定
着
特
集飲

食
業
、
宿
泊
業
は
成
長
産
業
と
し
て
期
待
さ
れ
る
一
方
、
人
材
不
足
感
が

強
い
企
業
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
両
業
界
で
就
業
経
験
が
あ
る
方
の
離
職
理
由

や
人
材
確
保
が
好
調
な
企
業
の
取
り
組
み
な
ど
か
ら
、
人
材
を
確
保
す
る
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
す
る
。
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結
果
か
ら
は
、
キ
ツ
イ
仕
事
で
低
賃
金
、
今

後
も
給
与
が
上
が
り
そ
う
に
な
い
と
思
っ
て

離
職
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
図
表
2

参
照
）。
ま
た
、
飲
食
業
を
離
職
し
た
20
代

の
方
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

も
、「
仕
事
は
好
き
だ
が
年
を
と
る
と
体
力

が
も
た
な
い
」「
数
年
後
も
同
じ
仕
事
内
容

で
給
与
も
上
が
り
そ
う
に
な
い
」「
店
長
に

図表 1：日本の人口（年齢別）と高齢化率の推移

な
っ
た
ら
責
任
が
重
く
な
り
帰
れ
な
い
。
子

供
も
欲
し
い
の
で
辞
め
た
」
な
ど
の
家
庭
と

の
両
立
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
い
っ
た
声

や
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
見
え
な
い
等
の
将

来
へ
の
不
安
の
声
な
ど
が
あ
が
っ
た
。

2
大
離
職
要
因
の
「
給
与
」
と
「
労
働
負

荷
」
に
お
い
て
、
ま
ず
解
消
し
た
い
の
は

「
労
働
負
荷
」
の
削
減
で
あ
ろ
う
。「
労
働
負

荷
」
に
は
、
身
体
的
負
荷
と

精
神
的
負
荷
が
あ
る
が
、
共

に
労
働
時
間
の
長
さ
や
休
日

の
少
な
さ
が
直
接
的
な
原
因

に
な
る
こ
と
が
多
い
。
調
査

結
果
で
も
「
残
業
が
多
い
か

ら
」「
休
日
が
少
な
い
か
ら
」

と
い
う
回
答
の
割
合
が
、
上

位
回
答
項
目
の
「
仕
事
内
容

が
体
力
的
に
き
つ
い
か
ら
」

「
仕
事
量
が
多
い
か
ら
」
と

同
率
程
度
に
な
っ
て
い
る

（
図
表
2
参
照
）。

仕
事
が
好
き
で
も
、
体
調

を
崩
し
て
は
続
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
ず
は
長
時
間

労
働
を
削
減
し
、
適
切
な
休

日
を
取
得
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
第
一
歩
と
な
ろ
う
。
ま

た
、
結
婚
や
出
産
育
児
と
両

実績値 推定値
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　　　「日本の将来推計人口（2012 年 1 月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果
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n=
離職者

労
働
負
荷

給
与

職
務
内
容
・
評
価

経
験
・
成
長

安
定
性

他
の
優
先
事
項

期
間
限
定

そ
の
他

上位 5項目（％）

（％）

2 大離職要因

仕事内容が体力的にきついから

仕事量が多いから

休日が少ないから

残業が多いから

勤務時間が長いから
労働負荷が高く、
体力的に負担が大きいため

交通の便が悪いから

通勤時間が長いから

転勤が多いから
給与・収入があがらない、
上がる見込みがなさそうなため

給与、報酬が低いから

会社の経営方針に不満を感じているから

成果、能力が正当に評価されないから

仕事内容が面白くないから

仕事の責任が重いから

望む立場、役職に就けないから

社会に貢献している実感がないから

仕事の裁量が小さいから

免許、資格を活かせないから

自分が成長している実感がないから

スキルや経験、知識を活かせないから
スキルや経験、知識を身につけられ
ないから

不安定な就業形態だから

会社、事業の将来に不安を感じるから

不安定な産業だから

不安定な給与形態（歩合制など）だから

他に優先させるものがあるため

他に興味のある仕事をみつけたから

学校を卒業するため

健康に不安があるため
他の仕事をすすめられたから
（友人、知人など）

出産、育児のため

家族の介護、看護のため

結婚するため

家族の転勤のため

独立、起業のため

一時的に就いた仕事だから

当初の契約期間が終了したため

会社側の都合（事業縮小、撤退等）

その他
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100

働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件
・
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
心
身
を
健
全
に
保
て
る

労
働
時
間
、
休
日
が
確
保
で
き
、
出
産
育
児

等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
の
両
立
が
可
能
な

柔
軟
な
勤
務
体
系
が
あ
る
こ
と
。あ
わ
せ
て
、

制
度
の
有
無
に
関
係
な
く
突
発
的
な
欠
勤
も

気
持
ち
よ
く
交
代
し
て
く
れ
る
等
、「
お
互

図表 2：飲食（居酒屋）業界の離職理由（複数回答）

【離職者】 Q. あなたが以前「居酒屋の仕事」を離職した理由はどのような理由からですか？
（非常にあてはまる・ややあてはまる計）

い
様
」
の
職
場
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
女
性

や
高
齢
者
の
方
々
に
、
週
に
１
日
か
２
日
、

ま
た
は
1
日
の
勤
務
時
間
が
１
～
３
時
間
と

い
う
超
時
短
勤
務
（「
プ
チ
勤
務
」）
で
入
っ

て
い
た
だ
き
、
既
存
従
業
員
の
長
時
間
労
働

を
是
正
し
て
成
功
し
た
事
例
も
あ
る
。

ト
・
パ
ー
ト
で
も
入
社
し
て
か
ら
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
ま
で
、
い
く
つ
か
の
段
階
ご
と
に
昇

格
し
、そ
れ
に
伴
い
給
与
も
上
が
る
と
い
う
、

独
自
の
昇
給
・
昇
格
基
準
を
設
け
る
こ
と
で
、

従
業
員
の
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に
定
着

に
も
成
功
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

人
材
確
保
が
好
調
な
企
業
の
共
通
点
は
、

立
し
な
が
ら
働
け
る
環
境
を
つ
く
っ
て
お
く

こ
と
は
、
女
性
の
就
業
継
続
は
も
と
よ
り
、

介
護
と
の
両
立
に
も
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

「
給
与
」
に
つ
い
て
は
、
低
く
て
辞
め
る

と
い
う
こ
と
よ
り
、「
給
与
が
上
が
る
見
込

み
が
な
さ
そ
う
」
と
い
う
離
職
理
由
に
注
目

し
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ア
ル
バ
イ

出典：リクルートジョブズ「【業界別レポート】 働く人と職場 2018 －居酒屋編－」
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Ⅳ
．
人
材
確
保
に
向
け
て
、
仕
事

の
や
り
が
い
、将
来
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

人
材
確
保
に
向
け
た
対
策
と
し
て
は
、
従

業
員
が
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
、
将
来
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
も
効
果
的

で
あ
る
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
会
社

の
理
念
や
仕
事
の
意
義
の
理
解
促
進
、
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
の
設
計
と
見
え
る
化
、
評
価
面
談

等
に
よ
り
、
仕
事
が
社
会
へ
価
値
を
生
ん
で

い
る
こ
と
や
自
身
の
成
長
に
紐
づ
い
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
、
な
ど
が
あ
る
。

従
業
員
の
成
長
を
一
緒
に
考
え
、
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
、
人
材
の
定
着
に
つ
な
が
る
近

道
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昨
年
、
弊
社
で
〝
仕
事
探
し
で
重
視
し
た

項
目
〟
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
35
歳
未
満
の

若
年
層
は
、「
勤
務
日
数
（
休
日
・
休
暇
）」

「
勤
務
時
間
数
」「
勤
務
時
間
帯
」
を
重
視
し

て
い
る
他
に
、「
評
価
・
昇
給
制
度
」「
教
育
・

研
修
制
度
の
有
無
」
に
お
い
て
、
全
体
の
割

合
よ
り
高
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
こ
う
し

た
結
果
か
ら
、
若
年
層
に
対
し
「
長
期
的
な

キ
ャ
リ
ア
が
ど
の
よ
う
に
積
め
る
か
」
を
伝

え
る
こ
と
も
、
人
材
確
保
に
向
け
て
効
果
的

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、既
婚
女
性
は
、

「
勤
務
日
数
（
休
日
・
休
暇
）」「
勤
務
時
間
帯
」

図表 3：今後の仕事を探す時の重要度＜絶対条件＞（複数回答）

※網かけは各層の上位 5 項目
出典：リクルートジョブズ 「求職者の動向・意識調査 2017 基本調査」

「
勤
務
時
間
数
」
な
ど
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
（
図
表
３
参
照
）。

Ⅴ
．
ま
と
め

人
材
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。

①
働
き
続
け
ら
れ
る
柔
軟
な
働
き
方
。
長

時
間
労
働
の
防
止
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
応
じ
て
選
択
で
き
る
勤
務
体
系
を
実

現
す
る
こ
と
。

②
働
き
続
け
た
い
と
思
え
る
、
将
来
を
期

待
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
ま

ず
は
、
新
人
研
修
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
だ
け
で
な

く
、
定
期
的
な
評
価
・
面
談
、
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
。

③
「
仕
事
が
き
つ
そ
う
」「
低
賃
金
」「
若

い
時
し
か
働
け
な
い
」
と
い
っ
た
負
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
つ
つ
、
仕
事
の
や

り
が
い
を
正
し
く
伝
え
る
。
会
社
説
明

で
具
体
的
な
働
き
方
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
を
提
示
、
職
場
見
学
で
理
解
促
進
を

図
る
こ
と
も
有
効
。

ま
ず
は
、「
今
ま
で
の
当
た
り
前
」
を
疑

う
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
こ
れ
が
人
口
減
少

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
人
材
不
足
解

消
に
向
け
て
、
最
大
の
糸
口
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

勤
務
日
数
（
休
日
、
休
暇
）

0%

n=

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

勤
務
地

勤
務
時
間
帯

勤
務
時
間
数

勤
務
期
間
（
長
、
短
期
）

仕
事
内
容
（
職
種
）

就
業
形
態

職
場
の
雰
囲
気

通
勤
時
間
（
通
い
や
す
さ
）

給
与

会
社
の
業
種

（
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）

福
利
厚
生

給
与
の
支
払
日

（
日
払
、
週
払
、
月
払
な
ど
）

評
価
、
昇
給
制
度

教
育
、
研
修
制
度
の
有
無

会
社
の
理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン

会
社
の
業
績
（
売
上
、
利
益
）

会
社
の
知
名
度

会
社
の
規
模

い
ず
れ
も
該
当
し
な
い

19,287 57.2 52.6 50.2 49.8 42.5 41.3 40.4 40.2 39.6 34.6 25.2 20.1 16.6 14.6 9.6 7.5 7.1 5.7 5.5 9.8全体
8,149 68.0 60.5 63.8 61.3 46.7 41.2 42.5 44.0 50.9 30.7 23.3 16.2 14.7 11.4 8.4 7.0 5.1 5.1 4.6 7.0既婚女性
6,425 61.8 51.9 52.8 53.6 45.7 44.7 45.5 43.2 37.1 41.2 28.3 29.6 18.2 19.2 13.3 8.4 8.8 7.7 7.3 7.035歳未満


